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「不要」 

[17] 対策の

種別 
浄水施設にクリプトスポリジウム等対策が可能な急速ろ過・緩速ろ過・

膜ろ過等のろ過設備、紫外線照射施設が設置されている場合、設置され

ている施設を選択する。原水として表流水を使用している場合であっ

て、ろ過及び紫外線処理により対応している場合は「紫外線」を選択す

る。導入予定の場合も、導入を予定している施設を選択する。また、水

源の変更を予定している場合は水源の変更を選択する。急速ろ過・緩速

ろ過・膜ろ過以外のろ過等の設備による対策の場合は、「その他ろ過等

設備」を選択し、具体的な設備を[18]備考に記入する。 

「急速ろ過」 
「緩速ろ過」 
「膜ろ過」 
「その他ろ過等設備」 
「紫外線」 
「水源の変更」 
※水源の変更は、当該

水源の廃止も含む 

[18]備考 汚染のおそれの判断が未実施の施設は、備考欄に指標菌検査を行う予

定時期を記入する。また、[11]でレベル変更「有」を選択した場合は、

その理由を記入する。 
[17]で「その他ろ過等設備」を選択した場合は、具体的な対策設備を記

入する。 
その他、休止や廃止予定などの特記事項がある場合は記入する。 

 

 
②様式３－４：指標菌とクリプトスポリジウム等を同じ日に採取した原水の測定結果記入方法 

※ 令和６年度に実施した全てのクリプトスポリジウム等の測定結果について記入してくださ

い。 
※ 同一ファイル内には、単一事業者のみの結果を記入してください。 

記入欄 記入内容 
調査票に「」内の文字

を選択又は入力する 

[1]事業者名 事業者名（事業主体名）を記入する。 事業者名 

[2]浄水施設名 浄水施設名を記入する。（通常使用しない水源（予備水源等）を有する

施設も対象） 
浄水施設名 
 

[3] 汚染のお

それの判断 
原水のクリプトスポリジウム等による汚染のおそれについて、｢水道に

おけるクリプトスポリジウム等対策指針｣(平成 19 年 3 月 30 日健水発

第 0330005 号水道課長通知(令和元年 5 月 29 日一部改正）)に基づき判

断した結果を記入する。 
どちらか一つでも指標菌が検出されたことがある場合は、原水の種別

によりレベル４かレベル３となる。 
これまでどちらの指標菌も検出されたことがない場合は、原水の種別

によりレベル２かレベル１となる。 
指針ではレベル１になるが、井戸内部を点検するのが困難なのでレベ

ル２として検査を行っている場合は、レベル１となる。 
どちらか一つの指標菌しか検査していない場合で検出したことがない

場合及びどちらの指標菌も検査していない場合は、「未実施」を選択す

る。 

「未実施」： 
指標菌検査未実施 

「レベル１」 
「レベル２」 
「レベル３」 
「レベル４」 

[4]同一、同日

の別 
「同一」：大きな採水容器に採水した後に、そこからクリプトスポリジ

ウム等試料と指標菌用試料に取り分けて測定した場合 
「同一」、「同日」 
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「同日」：クリプト用試料と指標菌用試料別々の採水容器に同日に採水

し、測定した場合 

[5]採水日 測定用試料を採水した日を記入 採水日 

[6]指標菌測定

結果 
令和６年度の原水の指標菌測定結果について（大腸菌・嫌気性芽胞菌）

それぞれ記入する。 
※実施した検査方法に応じて、測定単位を記入してください。 

（例：MPN/100mL、CFU/100mL、個/100mL） 
※試験水量はＬ（リットル）単位で記入してください。 
※大腸菌について、定性試験のみ実施している場合は「陽性」、「陰性」

を記入してください。 

測定結果 
測定単位 
試験水量（Ｌ） 

[7]クリプトス

ポリジウム等

測定結果 

令和６年度の原水のクリプトスポリジウム等測定結果についてそれぞ

れ記入する。 
※測定結果は個単位で、試験水量はＬ（リットル）単位で記入してくだ

さい。 

測定結果（個） 
試験水量（Ｌ） 

 
５）提出方法 

①様式３－１～３－３への入力が完了したら、ファイル名を変更せずに提出してください。 
②様式３－４への入力が完了したら、ファイル名を「FILE03 別紙様式△△水道局」等として、

事業者ごとに個別のファイルとして提出してください。（複数事業者の結果を同一ファイル内

に取りまとめないこと。） 


